２０１０年６月３日
フィデルの考察

「帝国とウソ」

私はイランと朝鮮についてどうしても書かなければと思い、二編の「考察」を書き、核兵器使用による戦争の危険が差し迫っていると説明した。一つの危険の方は、米国が国連安保理で画策している決議に中国が拒否権を発動すれば克服されるだろうと言う意見も述べた。もう一つの危険は管理不能ないくつかの要因に左右されている。それは米国の後押しで現在の強力な核保有国としての地位を確立したイスラエル国家の狂信的行動のせいであり、超大国の管理をも一切受け付けないからである。
米国が自らの利益及び緊密な関係にあったイギリスの利益を守るために１９５３年６月にイスラム革命を破壊し、モハメド・レザ・パーレビを権力に据えた第１回目の介入時、イスラエルはまだ小国であり、パレスチナ領土の大部分、シリアの一部、それまでアラブ軍団（Arab Legion）が防衛していたヨルダン近隣地域に支配力を持つには至っておらず、その影すらなかった。
しかし、今日、核弾頭つきミサイルが数百基、米国の供与する最新の航空機に守られ、この地域のアラブ諸国・非アラブ諸国、イスラム国家・非イスラム国家を問わず、すべての国家の安全保障の脅威になっている。地域はイスラエルのミサイルの広範な行動半径内にあり、ミサイルは標的の数メートル以内に落下する能力を備えている。
５月３０日の日曜日、「帝国と麻薬」というタイトルの「考察」を一編書いたが、それは、数千年間歴史的祖国であった地域の狭い地区に追い込まれ、包囲されている１５０万パレスチナ住民への食糧、医薬品、日用品を積んだ船団に対する野蛮な攻撃が起きる前だった。
圧倒的多数の人々は、食料、楽しむ権利、学ぶ権利、身近な家族の死活的な問題など、生活にふりかかる必要性を満たすために時間を費やし、努力している。地球上で起きていることについての情報を求めるため、立ち止まる時間はない。彼らはどこでも高貴さをたたえた表情をしており、今自分らが苦しんでいる問題の解決策は他の人々が見つけてくれると信じている。彼らは楽天的で、笑う余裕を持っている。我々皆にとって脅威となっている現実を冷静に観察できる特権的な場にいる私達をさえ、楽しませてくれる。
今回の事件は、最新精密技術で設計され、広範囲ソナー・システムと水中音響センサーを備えた韓国哨戒艦天安号を北朝鮮が韓国の海岸に面した水域で沈没させたという非常に奇妙なでっち上げ事件で、４０人もの韓国人海兵を死亡させ、数十人を負傷させた恐ろしい行為を北朝鮮のせいにしたものである。
この問題を見抜くことは私にとって容易なことではなかった。たとえ、どのように強力な権威を持つ政府であれ、ある政府がその命令系統を使って旗艦に魚雷を発射させる命令を出すことなどあり得るか、どうしても説明がつかなかった。ましてや、その命令を出したのがキム・ジョンイルであるという説明も一秒たりとも信じることはできなかった。
結論に達するための判断材料を欠いてはいたが、中国が国連安保理の北朝鮮制裁決議に拒否権を発動するだろうと確信した。またもう一つの問題については、米国は制御不能なイスラエル政府が核兵器を使用することを防げないであろうことに疑問を持たなかった。
６月１日、夜になって実際、何が起こったのか、ベールがはがされ始めた。

午後１０時３０分、私はベネズエラＴＶの人気番組「ドシエル（＝書類）」を制作しているジャーナリスト、ウォルター・マルティネス（Walter Martinez）の鋭い分析の内容に聞き入った。彼の結論は、日本の新指導者が国民の熱望に応え、沖縄の米軍基地が占領している土地の返還を要求していた問題を解決する目的で、米国が南北朝鮮の双方にそれぞれ相手のしわざであると思い込ませるよう仕組んだというものだった。日本の現政権党は、今日発展し豊かな国となった日本の心臓に65年もの間突き刺さった短剣である軍事基地を沖縄から（普天間）移設するといいう公約によって、選挙で大勝利を収めた。
グローバル・リサーチのサイトからはウェイン・マドセン（Wayne Madsen）の記事によって驚くべき事件の真相の詳細が分かる。彼はワシントンＤＣで活動するジャーナリスト・研究者で、Wayne Madsen ReportというＷＥＢサイト上で複数の情報機関から得た情報を流した。
マセドン氏によると、それらの情報機関は「韓国対潜水艦戦用天安号に対する攻撃は北朝鮮側から行われたように見せかけるための偽装攻撃だと疑っている」という。
マドソン氏は言う。
「朝鮮半島の緊張を高める主要目的の一つが、日本の鳩山由紀夫首相に圧力をかけ、駐留米海兵隊基地の沖縄からの移設について方向転換させることであった。鳩山は、天安号沈没事件の緊張が沖縄に米海兵隊駐留を許す自らの決定の大きな部分を占めたと認めている。社民党指導者福島瑞穂は沖縄に対する態度が転換されれば連立を離脱すると迫り、鳩山の決定は中道左派連立政権を分裂させた。ワシントンはこれを歓迎した。」
「天安号はベンニョン島付近で沈没した。この島は韓国沿岸から相当離れた西端にあるが、北朝鮮側の海岸線に面している。島は重軍備され、北朝鮮の沿岸警備隊の砲弾の届く距離にあり、せまい海峡で隔てられているに過ぎない。」

「天安号は対潜水艦戦の艦艇であり、最新のソナーを備え、高度な水中聴音ソナー・システム、水中音響センサーをめぐらせた水域を航行していた。この水域でのソナーや魚雷・潜水艦・小型潜水艦についての韓国側の音響的証拠はない。沈没が起きたとき、海峡を航行する船舶はほとんどなく、海は静かであった。」
「しかし、ベンニョン島には米韓合同の軍事情報基地がおかれ、米軍ＳＥＡＬＳ（特殊部隊）はこの基地から作戦に出ている。さらに天安号の沈没時には、フォール・イーグル米韓合同演習の一環として米軍戦艦４隻が展開していた。疑われた魚雷の金属的・化学的痕跡の調査によると、それはドイツ製であることが判明した。」
「米軍ＳＥＡＬＳが偽装攻撃の可能性を否定できるために欧州製魚雷の見本を持っているという疑いが複数存在している。ドイツは北朝鮮に魚雷を販売していない。しかし潜水艦と水中兵器の開発についてイスラエルとは緊密な協力プログラムを維持している。」
「韓国哨戒艦の沈没時、米海軍船サルバー号がフォール・イーグル演習の参加船舶として現場、ベンニョン島に非常に近いところにいたこともまた疑問を抱かせる。」

「サルバー号は軍の海難救助を行う民間船舶であるが、２００６年にタイ湾でタイ海軍の機雷敷設活動に参加したことがあり、今回の爆発時刻近くに１２人の深海ダイバーとともに付近の水域にいた。」
「中国政府は、急遽ピョンヤンから列車で駆けつけた北朝鮮のキム・ジョンイルの事件に関与していないという主張に満足し、他方、天安号の沈没に関して米軍の役割、とりわけ、サルバー号の果たした役割に疑問をもった。疑問点は次の通りである。」
「１－サルバー号は海底の機雷敷設作戦に従事していた。つまり、海底に水平に発射する対潜水艦機雷を敷設していた。

２－サルバー号は海底での通常の検査とメンテナンスを行っていた。そして、検査プログラムの一環として、機雷をエレクトロニクス的アクティブ・モード（ヘアー・トリガー・リリース）の状態にした。

３－ＳＥＡＬＳのダイバーの一人が、韓国・日本・中国の世論に影響を与える秘密計画の一環として、天安号に磁気機雷を取り付けた。」

「朝鮮半島の緊張により、ヒラリー・クリントン国務長官の訪中、訪韓の他のすべての課題は都合よくも、霞んでしまった。」
米国はこうして驚くほど簡単な方法で重要問題の解決を図り、鳩山由紀夫民主党政府の連立政権を崩壊させた。しかし、代価は大きい。
１－同盟国韓国をひどく怒らせた。
２－自らの敵であるキム・ジョンイルの行動の巧みさと敏速さを際立たせた。
３－中国の実力の権威を際立たせた。高いモラル的権威を持って主席が直接動き、中国の主要指導者を日本に送り、明仁天皇、首相およびその他の重要人物と会談させた。

世界の政治指導者と国際世論は、米国の帝国主義的政策を特徴づける鉄面皮さと何事にも後ろめたさを全く持たない姿勢の証拠を持っている。
フィデル・カストロ・ルス

２０１０年６月３日、午前１１時１６分
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